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第３部 分別・リサイクルの徹底



事業系ごみのルール違反に対する罰則制度

① 資源化可能な古紙を種類ごとに分別せず、
その他の一般廃棄物に混入する。

② 一般廃棄物に、廃プラスチック・金属く
ずなどの産業廃棄物を混入する。
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「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」もしくは「横浜市廃棄物等の
減量化、資源化及び適正処理に関する条例」に基づく処罰の対象と
なることもあります。



焼却工場における検査

資源化可能な古紙 廃プラスチック類

焼却工場への不適正搬入の例

工場での搬入物検査 ➡ 排出事業者への指導を実施

3未分別のごみ缶・びん・ペットボトル 金属類



不適切搬入が発生した理由（例）

・初めから分別されていなかった（分別ボックスがない）
・事業所内の分別ルールが間違っていた
（例：汚れたプラスチック→燃やすごみ）
・排出段階では分別は行われていたが、保管場所での管理
が不適切で、袋が混ざってしまった

・事業所内で分別排出していたものを収集運搬業者が
まとめて焼却工場に持ち込んでしまった

焼却工場における検査
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各工場で実施している搬入物検査において、
プラスチック対策の一環として、不適正排出が
特定または疑いのある事業所に立入調査を実施、
分部の徹底、適正排出指導を行います

各工場搬入物検査不適正排出事業者への立入調査について
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わかりやすい分別ボックスの例

▲パイプの骨組みと箱を使用し、
多品目を省スペースに設置

◀分別のポイントをイラストで
分かりやすく掲示
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◀写真を貼付し、多くの品目を分別



お手本となる廃棄物保管場所の設置例

▼品目をわかりやすく表示

◀計量システムを
設置

▲保管場所配置図の掲示
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食品ロスの現状
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資料：環境省



食品ロスを減らすための取組
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外食産業

●食べきれる量を選択できる仕組み（小盛り・小分けメニューや、要望に
応じた量の調整等）を導入する
●消費者の自己責任を前提に衛生上の注意事項を伝え、食べきれなかった
料理の持ち帰りを可能とする
●天候や日取り（曜日）、消費者特性などを考慮した仕入れ等により売れ
残りの削減に取り組む など

卸売業
小売業

●賞味期限等に近い食品から購入するよう促す、値引き販売やポイント付
与するなど、売り切りに取り組む
●配送時の汚れや破損削減に取り組む
●小分けや少量販売、量り売りを導入する など

製造業
●製造時に生じる食品の端材や形崩れ品等を有効活用する。
●食品の製造方法の見直しや保存容器包装の工夫等により賞味期限の延長
に取り組む
●消費期限を年月表示化する など

製造業・卸業・
小売業など共通

●食品廃棄物発生量や原因を分析し、取引先と協力しながら、発生抑制に
取り組む ●商習慣を見直す（いわゆる3分の1ルールの緩和）
●取組内容の積極的な情報提供を通じて、消費者に食品ロス削減の重要性
を伝える。
●フードバンクやフードシェアリングに積極的に食品を提供する など



令和６年度表彰事業者
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横浜市食の３Ｒきら星活動賞

㈱アルファロッカーシステム

①

株式会社アルファロッカーシステムは、コインロッカー製造・販売のリー
ディングカンパニーとして、日本で初めてコインロッカーを設置しました。
そのノウハウを生かし、賞味期限内でありながら廃棄されてしまう売れ

残りパンの販売にロッカー型自販機を活用するサービスを開発しました。
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キリンビール株式会社は、規格外果実を有効利用することで、フードロス削減・農家
支援につなげるために「氷結🄬🄬mottainaiプロジェクト」を立ち上げました。その第

１弾として、JA横浜 果樹部の提供する横浜のブランド梨「浜なし」の規格外果実を
原料としたお酒（チューハイ商品）「キリン氷結🄬🄬mottainai 浜なし」を開発・販売し

ました。

令和６年度表彰事業者横浜市食の３Ｒきら星活動賞 ②

キリンビール㈱氷結チーム・JA横浜果樹部



対象：横浜市内で営業する飲食店・宿泊施設
取組内容：次のいずれかを実践
①小盛りメニュー等の導入
②持ち帰り希望者への対応
③食べ残しを減らすための呼びかけの実践
④ポスター等の掲示による、食べ残し削減に向けた啓発活動
⑤上記以外の食べ残しを減らすための工夫

ポスター▶

▲ステッカー
◀ウェブサイト
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「食べきり協力店」事業 展開中！



事業活動に伴って排出される廃棄物の事や、事業系プラスチ
ックについて、環境問題に関する取組などについて出前教室
を受付けております。
事業系ごみの分別意識向上を目指した講習会を開催してみま
せんか？
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事業系出前教室・受付けています。

日産グローバル本社 丸全昭和運輸㈱



ご不明な点はこちらへお問い合わせください。

横浜市資源循環局 事業系廃棄物対策課
TEL 671-3818/FAX 663-0125

Email : sj-genryo@city.yokohama.lg.jp
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